





がコモンウェルス（the Commonwealth of Nations）に与えた影響について
考察するものである。コモンウェルスは元々イギリスと英帝国の白人自






















































































































































































































































































































































































































































































た。1960 年 9 月には、イギリスの提言の下、アフリカ版コロンボ・プラ


















































































































































行われた。2 日間に渡る集中的な討議の末、1960 年 4 月 1 日、安保理決










































































　そして同年 10 月 5 日、南アフリカで共和国への移行を問う国民投票が
実地された。この選挙は南アフリカ内の白人によってのみ執り行われた










会は 1961 年 3 月 24 日まで延期されていた。従って、1961 年３月 8 日か
ら開かれるコモンウェルス首相会議の行く末が自ずと注視された 56。
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